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This research examined that procrastination and mo-

tivation to the work differ by subjective well-being 

(SWB). As for the questionnaire survey， the efficacious 

response was obtained from 531 people (efficacious 

response rate: 93.2%). As a result， low group of SWB 

had the mean score higher than other groups， both of 

performanc巴procrastinationand decision-making pro-

crastination. Moreover， low group of SWB had procras-

tination as compared with other SWB groups. In other 

words， it reaffirm result of a prec巴destudy that low 

group of SWB procrastinate (Beginning a work tak巴sa

time) about “something that has to be don巴 (ex.obliga-

tory work)". 
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目的

やらなければならない行動を遅らせることで事態が悪く

なると予想される場合であったとしても，合理的理由なく

意図 して遅 らせ る態度や振る舞L、である先延ばし傾向

(procrastination; Lay， 1986)について，主観的幸福度とど

のように関係するか検討を行ったところ，主観的幸福度の

低い群ほと自分が 「やりたいこと」を優先し， rやらなけれ

ばならないこと(義務としてやるべき仕事なと)Jを先延ば

しする(手をつけるのに時間がかかる)傾向がみられる

ということがこれまでの先行研究より明らかになってきた

(事崎 ・岩崎， 2008)。そ こで，仕事の先延ばし傾向や仕事

を引き受ける際の動機づけをまとめて「仕事へのモチベー

ション」ととらえ，仕事の先延ばし傾向や仕事を引き受け

る際の動機づけのあり方が主観的幸福度の違いにより影響

されるかどうかについて質問紙調査を行った。

方 法

調査対象 東北地方の A大学に所属する大学生 570名を

調査対象とし，531名(男性 436名，女性 95名)から

有効回答を得た(有効回答率 93.2%)。質問紙は，授業時間

の一部を利用して集団で実施し，対象者に調査実施前に質

問紙の趣旨，および，この質問紙への協力の有無は自由で

ある と説明した後，記入時にはなるべ く無記入箇所がない
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短報

ょう，すべての項目について回答するよ うにとの教示を行

い，下記にある調査を無記名方式で実施した。なお，記入

に要したIl~f問は約 20 分であっ た。

質問紙調査 質問紙には，以下の尺度および調査項目が含

まれていた。

(1) 生活の満足度:生まれた街 ・仕事以外の余暇活動 ・

友人関係 ・家族関係 ・健康状態の 5項目か らなり ，7段階

で評定する。

(2) 仕事の先延ばし傾向: 先延ばし傾向をみる 8項目

が，との程度自分に当てはまるのかを 3件法で評定しても

らった。この 8項目は，実行の先延ばし傾向を調べる 4項

目(決心してからもなかなか実行に移さない ・締め切りの

直前まで仕事にとりかかれない ・仕事にとりかかるまでに

時間がかかる ・やる気が出るまでにH寺問がかかる)と意思

決定の先延ばしを調べる 4項目(最終的に決心するまでつ

まらないことにかかわらず，時間を無駄に してしまう ・意

思を決めなければいけないとわかっていても，そのことに

ついて考えるまでに長い時聞を要する ・決心するまでに時

間がかかりすさて間に合わなくなる ・決心を先延ばしにす

る)から構成されており，項目ごとにその状況がとの程度

自分に当てはまるかを， 3件法で評定してもらった。

(3) 仕事を引き受ける際の動機・11クノレー プの中心に

なって企画を作る仕事 ・2 ゼロ から一人でやらなけれは

ならない仕事 ・3 経験者の中で自分だけ初心者という中

での仕事 ・4.顔を知らない人同士での共同作業 ・5 時間

のかかる鮒丹1.6.自分は携わ って いないイベントの後片

付け ・7 新たな分野の開拓 ・8 他に引き受け手がいない

のでやってく れないかといわれた仕事 ・9. うまくいくと

は思えない仕事 ・10 自分の持ちl味が活かせる仕事」の

10項目について， それぞれの仕事を引き受けると した ら，

どのような理由からその仕事を自分が引き受ける と思うか

を，両端にそれぞれ A-Bと書かれた長さ 10cmのアナロ

グ尺度上で，1自分のためになる ・プラスになる」と思う場

合は A方向(左端)に，1義務的 ・任されたから仕方なく」

という場合は B方向(右端)に，そう恩える程度に応じて

縦線でマークを入れてもらった。分析では， Aを 0起点と

し，0 cmに近いほど 1A (自分のためになる ・プラスにな

る)の動機が強い」とし，逆に， 10 cmに近いほと IB(義

務的 ・任されたか ら仕方なく)の動機が強い」とみなした。

分析 生活の満足感に関する 5項目から得られた総合得点

から調査対象者を主観的幸福度の異なる 3群 (high，mid， 

low，それぞれ 177名ずつ)に分けて比較検討すると ともに，

相関分析により，変数相互間の関連性について検討した。

士
口

令
市
叩 果

1 仕事の先延ばし傾向 それぞれの指標について分散分

析により主観的幸福度群問の比較を行ったところ，実行の

先延ばし傾向を調べる項目に関しても意思決定を先延ばし

する項目に関しでも有意差が認められた(笑行項目 F(2， 

528)=3.89， Pく 05，決心項目 F(2，528)=8.17， Pく 001)

(Figure 1)。また，多重比較において，実行項目の low群と

high群問で 1%水準，mid群と high群問で 5%水準，決心

項目の low群と high群間で 5%水準の有意差が得られた。

このことか ら，主観的幸福度の低い群は他の群と比べて，実

行であ っても意思決定であっても先延ばし傾向が高く， 実
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際ffi)jき出すまでに余計なlI~f問を要する傾向があるといえる。

2. 仕事を引き受ける際の動機 それぞれの項目につ い

て， 自分のためになるから引き受けるのか， もしくは義務

感で引き受けるのかを評価してもらい，最も 「自分のため

になる ・プラスになる」 と評価された項目が左端にくるよ

うに並べたうえで主観的幸福度群間を比較したとこ ろ， ク

ラフ上では， 110 自分の持ちl味が活かせる仕事」がどの郡

においても最も 「自分のためになる ・プラスになる」と評

価されていた(low= l.57， ll1icl = l.58， high = 1.41)逆に，

16.自分は挑わっていないイベント の後片付け」では，どの

群においても 「義務感 ・任されたから仕方なく JIf!lHこマー

クを書き入れていた。主観的幸福度税問で大きな遊L、がみ

られたのは， 18.他に引き受け手がいないのでやってくれ

ないかといわれた仕事」の項目であり， この項目について

分散分析した結果， 有意差が認められ (F(2，528) = 6.14， T 

く 01)，多重比較において low併と high併問で5%水準，

ll1icl鮮と high税問で 1%水準の有意差が得られた。この

結果は，主観的幸福l支の高い群が他の2つの併に比べ， こ

の仕事をより自分のためになると評価していることを示し

ている。次に，各項目と先延ばし傾向，主観的幸福1支の関係

性をより詳細に検討するために単純相闘を行 った。

仕事を引き受ける|燦の動機に関廿一る 10項目，実行の先

延ばし傾向を調べる 4項目の平均得点と意思決定を先延ば

しする 4項目の平均得点， それと幸福度得点(生活の満足

度 5項目の総合得点:7件法， 35点満点)のtl'l13項目の相

関をみたところ，仕事を引き受ける際の動機に関する 10

項目について， 幸福l支得点と有意に粍|関がみられたのは，

18仙に引き受け手がいないのでや ってくれないかといわ

れた仕事J(γ=-.121， t<.OI)， 11 クループの中心にな っ

て企画を作る仕事J(γ= -.089， T < .05)， 13経験者の中で

自分だけ初心者という中での仕事J(1'= -.091，t<.05)， 14 

産自をま[1らない人同士での共同作業J(1'= -.I，t<.05)， 16 自

分は携わっていないイベン 卜の後片付けJ(1'= -.086， Tく

05)で相関がみられたが，いずれもほとんと影響がない程

度の負の相関であった。 このことから，主観的幸福度が低

い人は対人関係が複雑だと感じたり， 半ば一方的に手伝わ

される仕事を「義務的」な仕事として評価する傾向がある

ようであるが，大きな意味合いはないであろうといえる。

一方，実行の先延ばし傾向と有意に相関がみられたの

は， 12ゼロ から一人でや らなければならない仕事J(γ二

.118， Tく 01)，19 うまくいくとは思えない仕事J(1'=.137， 
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Figure 1 仕事の先延ばし傾向

t<.OI)， 13経験者の中で自分だけ初心者という中での仕

事J(1二 093，tく 05)，14. 1換を知lらない人同士て、の共同作

業J(r=.108，t<.05)， 15.11寺聞のかかる雑用J(γ=.088，t< 

05)， 17新たな分野の開拓J(1'=.092， Tく 05)の 6項目に

おいて正の相関がみられたが，いずれも非常に強さとして

は弱L、ものである。実行を先延ばしする傾向lが高いと，そ

の先の見通しがわからない， lj'(~信が持てないなとのような

仕事は，自分の中でも「行動に移そう」という動機つけが

動かず，1義務的」なものとしてとらえているのではなし、か

とも考えられるが，幸福度得点の結果と同じく大きな意味

合いは持たないものと考えられる。

意思決定の先延ばし傾向と有志に相関していた 12 ゼ

ロから一人で、やらなければならない仕事J (，.=.124，ρ< 

01)， 19 うまくいくとは!旦えな L、仕王!日 付=.131，tく 01)，

17新たな分野の開妬J(1'= .097， T < .05)の 3項目でも正

の相関があ ったが非常に強さは弱L、ものである。実行の先

延ばしと同様に，仕事に対廿る見えない不安を感じたり，

自己責任が問われるような仕事を 「義務的」な仕事として

考える傾向lがあることを示している。なお，幸福度得点に

ついては，実行の先延ばし傾向， ~t ，1思決定の先延ばし傾向

ともに有意な負の桐闘を示していた。ただし， いずれの 7

値も高くて 0.1台であり，仕事に対する動機つけとの関迎

は非'!tt~ に弱い ものであると いえる 。

考 察

幸福度の進いによる仕事の先延ばし傾向や仕事を引き受

ける|燦の動機つけは異なるのかを調査した結果，仕事の先

延ばし傾向については，実行の先延ばし ・意思決定の先延

ぱしの両方で主観的幸福度の低い群は他の群よりも平均得

点が高く ，low官rは他の幸福併と比較して全体的に先延ぱ

しの傾向があるということが明らかになった。これは，主

観的幸福度の低い群は自分が 「やりたいこと」を佼先し，

「やらなければならないこと(義務としてやるべき仕事な

と)Jを先延ばしする(手をつけるのに時間がかかる)傾向

(事的 ・岩崎，2008)を陥:認する結果であるといえる。先

延ばし傾向では，特に low討において実際に仕事にとりか

かろうとする「実行」の部分でも，自分自身がその仕事を

いつやるかを決める「決心」の部分でも隊隊や次のステ y

プに行くまでに時間がかかってしまうと自分でも認識して

いることがうかがえた。本来やらなければならないことを

先延ばしする傾向は，自己統制の失敗を反映昔る (Steel，

2007)とされ，Big-5の誠実さと関係する (Konig& Klein-

ll1ann， 2004; Steel， 2007)ことが指摘されているが，誠実

さと弱い相関がある (NIcCrae& Costa， 1991)とされる人

生の満足度(幸福度)が関係することを改めて示唆した結

果と言える。また，仕事を引き受ける際の動機については，

分散分析の結果から動機に関する 10項目の中で 「他に引

き受け手がいないのでやってく れなし、かといわれた仕事」

が主観的幸福度群間での巡し、が最も大きくみられた。相関

分析では， 1他に引 き受け手がいないのでやってくれない

かといわれた仕事」と幸惰度得点の聞で弱L、負の相関がみ

られ，分散分析の結果を確認する ものとなった。
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